


【書評】　『食料の世界地図』
　　　　　　　　　 塩出浩和 （城西国際大学・中国近代史）

「子どもと携帯電話」の気がかりな話
　　　　　　　　　　　　  上田昌文 （市民科学研究室）

　携帯電話は20世紀の末に登場し、瞬く間に社会に浸透しまし
た。日本では2007年5月の時点で、契約者数は1億人を突破し（携
帯電話97,580,300＋PHS　5,028,200　＝1億260万8500件）、今で
は9割の世帯が所有していることになります。これほど短期間にあ
らゆる人々が買い求めるようになった技術もめずらしいでしょう。
　エネルギーや物質の面でみたときに私たちの社会を「石油依存
社会」と呼ぶことができるのなら、携帯電話なしにはもう生活が成
り立たないと思えるほどの普及率に達した今の社会を「携帯電話
依存社会」と呼んでも差し支えないと思われます。携帯電話は、そ
の便利さを誰もが享受するようになった反面、いくつものやっか
いな問題を引き起こしていることも見逃すわけにはいきません。
　一つは、携帯電話のマイクロ波を曝露することで生じる健康へ
の悪影響に対する不安です（これに加えて、このマイクロ波がもた
らす電子機器への誤差動の問題も指摘しなければなりません）。
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2007年10月9日（火）18：30～　スワンカフェ＆ベーカリー赤坂店にて

　私は30歳くらいまで鹿島建設で働き、そ
こを辞めてから自分なりの仕事をいろいろ
重ねてきています。ご紹介いただいた『自
分の仕事をつくる』という本は、私が30歳の
ときに行ったいろんなインタビューの仕事
でした。私が辞めたのは非常に大きな会社
でしたから、大組織での仕事、ゼネコンの
仕事の仕方しか知らなくて、個人でやって
いくすべを知らないことに気づき、どうすれ
ばいいのか考えました。ひと味違う成果を

出しているところは、必ずやり方から違うんだろうな、と思っていま
した。そういう意味で自分が尊敬している人たち、柳宗理さん、ア
ウトドアウェアのパタゴニアという会社、東急ハンズのロゴマーク
やINDIVIやUNTITLEをやっている八木 保さん等を訪ねて、「あなた
はどんな働き方をしているんですか？」と質問して回りました。「働
き方っていっても･･･働いてるよ」みたいな感じで、すごく答えにく
い質問だったと思うんですが。答えにくいときは、「スタッフとの食
事はどういうふうにやっているんですか」「残業のときの食事はど
ういうふうにとっているんですか」とか、具体的にいろいろ聞きほ
じって、まとめたのが38歳ごろです。今日はこの本の話にはあまり
立ち寄らず、それと同時進行で私が手がけてきた仕事のうち３つ

くらいをご覧にいれたいと思います。　　　　　　　　　　　　
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　リビングサイエンスカフェ　Vol.02
　　「ふたつの自然にむけて～リビングワールドの仕事から」

エリック・ミルストーン（Erik Millstone）、
ティム・ラング（Tim Lang）著、大賀圭治
監訳、中山里実、高田直哉訳
『食料の世界地図』
東京：丸善株式会社2005年
The of Food, Brighton, 
UK: Myriad Editions, 2003

　最初に手にとって、これはいい本だなあ、と感じた。読み進めるう
ちに、少し残念な本であることがわかった。だが、読み終えて、やは
り必読の好著であると確信した。

　食糧の問題が日本を、そして世界を賑わわせている。最近の話題
でいうと、「毒入り餃子」・「爆食中国による高級食材の買占め」・「エ
タノール増産による穀物価格の上昇」などであろうか。これらの問
題の後ろ側にひそむ食糧生産・流通の根本的問題について、豊富
でカラフルな図表と簡潔でわかりやすい文章によって、「眼から鱗
が落ちるように」わからせてくれるのが本書である。
　たとえば、第 26章の「フード・マイレージ」を読むと、毒入り餃子
問題の本質は、「中国の食品加工工場の劣悪な衛生管理体制」や
「一部の中国人が持っている強烈な反日感情」というよりも「食料の
長距離輸送にともなって距離と時間に比例して増加する一般的リ
スク」であると考えたほうがわかりやすいということが理解できる。
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（暴露群）
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患者（症例群） 非患者（対照群）

a人 b人

d人c人

a/c b/d
a/c が b/d に比べて（つまり a/c÷b/d の値が）
●1より大きい：患者の方に「通常使用」の割合が高い
　＝その病気は「通常使用」のせいだ
●1より小さい：非患者の方に「通常使用」の割合が高い
　＝その病気は「通常使用」のせいではない

症例対照研究の手法の原理



【書評】　『科学力のためにできること
　　　　科学教育の危機を救ったレオン・レーダーマン』 
　　　　　　　　　　　　      西尾信一  （埼玉県立本庄高等学校）

【書評】　『封印されたヒロシマ・ナガサキ
　　　　　　　　　米核実験と民間防衛計画』
　　　　    瀬川嘉之  （市民科学研究室　低線量被曝勉強会）

　中古民家主義への誘い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眞鍋じゅんこ （フリーライター）

　そういえば普通の景色の中にある普通の家の中身を、私たちは余り
知らない。たとえば私たちは普段、何の気なしに洋品店で服を買う。で
もその独特な店構えの仕組みがあることには気付いてはいない。銭湯
のボイラー室は？　家族はどこに住んでいるのだろう？何で古い柔道
場は接骨院と一緒にあるのだろう？　疑問は次々に湧き起こる。
　確かに全国各地の郷土資料館などが管理する「内部見学可能な古
民家」は、あるにはある。でも生活は見えない。築100年経ってもびくと

　今年（2008年）4月8日、新聞各紙が次のような小さなニュース記
事を報道した。『読売新聞　夕刊』から全文を引用する。

　「　「第五福竜丸」の話題に
　天皇、皇后両陛下は8日午前、皇居・宮殿で訪日中のマーシャル諸島
共和国のリトクワ・トメイン大統領夫妻と会見された。
　宮内庁によると、1954年3月にマーシャル諸島のビキニ環礁で行わ
れた米国の水爆実験で被ばくした「第五福竜丸」の話題になり、天皇陛
下は「核兵器というのは放射能を持っているので通常の兵器よりも影響
が長く続く。広く、長く記憶されていく必要がある」と話されたという。」

　この記事を読んで、「天皇陛下」は核兵器の放射能が持つ意味に
ついてはよくご存知なのだと思った。しかし、彼はほんとうに放射
能の恐ろしさを知っているだろうか。広島・長崎の原子爆弾やビ
キニをはじめとする核実験に関して、米国の国立公文書館や米軍
病理学研究所に埋もれ隠された史料を探求し、核兵器のはらむ歴
史的、社会的問題性を提起されている高橋博子氏による新著でも、
核兵器の持つ放射能に対する認識がテーマになっている。この記
事で話題になっているまさにその 1954 年ビキニにおける大量殺
戮破壊兵器の水爆実験の前と後、核兵器の放射能に関する米国政
府の公式見解がどう変わったか、あるいは変わらなかったか、その
ことの持つ意味を深く問いかける書である。　　　　　　　　　
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高橋博子『封印されたヒロシマ・ナガサキ　
米核実験と民間防衛計画』
凱風社2008年

監訳：渡辺 政隆翻訳：野中 香方子
『科学力のためにできること科学教育の危機
を救ったレオン・レーダーマン』
近代科学社2008年3月

　本書は 2002 年に米国で出版された SCIENCE LITERACY FOR 
THE TWENTY-FIRST CENTURY の邦訳で、副題にある Leon Max 
Lederman は 1922 年生まれのノーベル賞受賞者で、科学教育振
興に大きな功績のある人物である。米国科学アカデミー会長、全
米科学教育研究連合元会長、宇宙飛行士、元米国科学財団長官、
全米科学教育スタンダード開発者、元全米科学振興協会会長、
ノーベル賞受賞者、「科学リテラシー事典」著者、大学学長、大統
領科学技術諮問委員など錚々たる 23 名の専門家が Lederman 
の 80 歳を祝って寄せたエッセイを集めたトリビュート・アンソ
ロジーが本書であり、巻末には６ ページにまとまった彼の略伝
もある。ただし、エッセイの中には、とくに Lederman やその業績
には触れず、科学リテラシーに関わる自らの論考を述べただけ
のものも含まれている。
　これだけ多数の論客が文を寄せているので、テーマは多岐に
わたるし、必ずしも整合しない意見も垣間見える。したがって、
Lederman の業績に関して本書に書かれていないことも含めて
若干解説をし、あとは評者の印象に残った記述をいくつかの視点
で抜き出してコメントすることにした。
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もしない立派な庄屋屋敷や豪商の邸宅は、今流行の「古民家」として
もてはやされ、重要文化財の指定を受けて後世に残される。だけど
私等が馴染みの普通の家や古びた木賃アパートだって、立派に「東
京暮らしの歴史」の一員ではないか。それなのにただぶっ壊される
のを待つばかりとは忍びない。そこで我々はそれらを「中古民家」と
勝手に名付け、探っていこうということになった。

東京の住まいは江戸時代を今なお引きずっていた。

その前に少し基礎知識を学ばねばな
るまい。東京の民家の歴史をおさらい
しておこう。
　「ところで『民家』って何？」。
いきなり立ち止まってしまった。別に建
築家でも何でもない私たちは、まずそ
んな根源的な疑問を解くことから始め
なければならない。　　　　　　　
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